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右図のような台形を回転させた回転体の体積を求める。 

ba  として、2つの円錐の体積の差になるから、 
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0a や 0h や ba  でも成立する。 

 

これを利用すると 
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3 2( ) 15 42 36 7f x x x x    とすると )23)(65(3)122815(3368445)( 22  xxxxxxxf  

)(xf の増減は右の通りで、
3

2
x において最大となる。 
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